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≪Intro≫ 

・慢性的な喘息に対して間葉系幹細胞の治療効果が期待されている。 

・今回の研究では、脂肪由来間葉系幹細胞（ADSC）が猫アレルギー性喘息の気道の炎症や気流制 

限、過敏症に対して効果があるかどうかを長期間（1年間）にわたり検討する。 

 

≪評価方法≫ 

・気道の炎症：気管支肺胞洗浄液（BALF）の細胞診断。 

・気流制限：臨床スコアと人工呼吸器による肺動力学（VAS）。 

・気道リモデリング：胸部 CT画像をスコア化。（LA:肺の菲薄化、WBT:気管支壁の肥厚） 

・免疫反応：血液と BALF で評価。（IgE、IL-10、リンパ球増殖） 

 

≪実験モデル≫ 

・9匹の猫（♂、12 カ月、体重 4.6-6.3kg） 

・喘息は BGA に対する反応で誘発させた。（BALFで 17％以上の好酸球増多） 

 

≪Study Design≫ 

・喘息誘発後、9 カ月間アレルギーチャレンジを行いエンロール。 

・アレルギーチャレンジ：0-4 ヶ月;週に 1 回、4-8 か月;2週に 1回、8-12 カ月;月に 1回実施。 

・アレルギーチャレンジはサンプル採取の 24 時間前および投与の 48 時間後に実施。 

・血液検査、BALF 検査、肺機能検査：Day0(BL),3,75,241,367 に実施。 

・胸部 CT：投与 8,12 カ月後に実施。 

 

≪ADSC投与≫ 

・投与スケジュール：他家 ADSC(n=5)および PBS(n=4)を Day0,114,28,42,56,70 に iv投与。 

・ADSC生存率：Ave. 92%（84-98％） 

・ADSC投与量：Ave. 1.44×10^7（3.64×10^6-2.50×10^7） 



 

 

≪結果≫ 

[気道の炎症] 

・BALFの好酸球増加で評価。 

・処置群（ADSC 投与群と PBS 投与群）および時間経過による比較で有意差なし。（Table3） 

 

[気流制限]  

・臨床スコア、VSA 共に処置群および時間経過による比較で有意差なし。（Table3） 

 

[気道リモデリング] 

・気道リモデリングは肺機能の低下を引き起こす。 

・BWT（気管支の肥厚）、LA（肺の菲薄化）共に投与後 8 ヶ月で有意差がみられた。 

 （BWT score:p=0.049、LA score;p=0.031）（Figure2） 

・一方、12 カ月時点では有意差なし。（BWT score:p=0.077、LA score;p=0.406）（Figure3） 

 

[免疫反応] 

・IgE：血清と BALF 共に処置群および時間経過による比較で有意差なし。（Table3） 

・IL-10：LPS 刺激後に IL-10 を測定。血液では ADSC 投与群の BL で有意な低値を示した。（p=0.003） 

BALF では処置群および時間経過による比較で有意差なし。（Table3） 

・CD4⁺T リンパ球：処置群および時間経過による比較で有意差なし。（Table3）ADSC 処置で CD4⁺

T リンパ球の増殖は抑制できない。 

 

[Safety] 

・副作用なし。 



≪まとめ≫ 

・今回の実験では、ADSC投与 8 ヶ月時点で胸部 CT画像で BWT と LAの有意な変化がみられたが、12

ヶ月経過した時点で有意差はなくなっていた。 

・そのほかの、評価項目では ADSC 投与で有意な改善はみられなかった。 

・一方で、齧歯類モデルを用いた実験では気道の好酸球増加と気道過敏症で幹細胞の治療効果がみ

らえた。このことは、齧歯類と比べて猫の複雑な遺伝子や免疫システムが関係しているかもしれない。 

 

 

 

 



 


